
 

 

 

 

 

 

           

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《観光交流検討チーム》 

  第２回検討チームを開催し、プロムナードの計画案に対する意見交換を行

ないました。「非常にきれいで良い」「女川の下町らしさ（雑多な街並み）

が必要」などの女川らしさについての意見の他、「建築物の制限がある中で

人が集まるか不安」「安全かどうか不安」などの意見も出されました。 

  今後の進め方として、デザイン会議との合同開催とし、町全体のデザイン

計画やプロムナードについて、デザイナーと意見交換を行なう予定です。 

《運動公園検討チーム》 

  第１回検討チームを開催し、利用者として運動公園で自分がやってみたい

ことについて、意見交換を行ないました。「陸上競技場」「親水公園」など、

施設についての意見や、「スポーツ、自然、色々な体験から学んでほしい」

「商売との関係を踏まえて使い方を考える」「町民のための穏やかな空間」

などの利用に関する意見が出ました。 

  今後は、清水公園予定地の現地見学会を開催し、配置すべき機能や施設を検討する予定です。 

《公共施設検討チーム》 

第１回検討チームを開催し、利用者の視点で公共施設の機能を話し合いました。「生涯学習センターを

複合機能化する」「図書館は堅苦しいと人が来ないので、商業施設を導入したい 」「子どもの動線が観

光客等のゾーンに入っていいのかの問題について意見が出されました。」 

今後は、事例学習を通じて、中心部の公共施設のあり方について検討する予定です。  

第４回まちづくりワーキンググループが行われました！ 

 

 平成 25 年 11 月 6 日に、第 4 回女川町まちづくりワーキンググループが

開催されました。前回の振り返りとして、公共施設の配置に関する質問の回答、

各検討チームの報告、女川駅と温浴施設についての説明と意見交換、先進事例

視察の概要紹介が行われました。その後、先進事例視察を想定して、女川町の

定住促進方策についてのグループワークを行いました。 

開催日時：平成 25年 1１月 6日（水）18:30～20:30 

開催場所：女川町役場仮設庁舎 ２階第２会議室 

参加者数：17名（観光協会インターン 2名含む） 

 

第４回全体定例会開催概要 

【内容】 

（1）前回の振り返り 

（2）各検討チームからの報告 

（3）女川駅と温浴施設の説明 

（4）グループワーク（定住促進策） 

各検討チームからの報告 



 

 

女川駅と併設を予定している温浴施設について、模型を用いながら説明い

ただき、意見交換を行ないました。 

「町民も観光客にも対応できる施設」「海の見える終着駅（全国に２か所

しかない）」「3 階に展望フロアがある」などの説明がされ、「屋根の汚れ対

策はどうするのか」「滞在時間はどのように想定しているか」「サウナ、岩盤

浴などはないのか」など、参加者から様々な意見が出されました。 

 

 

各検討チームのテーマを越えて今後の女川のまちづくりを考えるうえで重要なテーマとなる“定住促進”や

これにつながる“子育て支援”等について、先進的な取り組みを行っている流山市の事例と、産学官連携によ

るまちづくりを実践している千葉県柏市を視察し、今後のワーキンググループ活動の参考とすることを目的と

します。開催日（案）は、平成 26年 1月 22日（水）～23日（木）の 1泊 2日で実施する予定です。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 １班  ２班 

《女川町の魅力》 

・自然が豊かな点、保育園の入所しやすさ、医療費が

中学 3年生まで無料など 

《定住促進対策》 

・住宅と雇用の一体施策、他校では学べない特別授業、

公共サービスで差別化など 

・都心部に疲れた独身男性や女性、高齢者などを対象 

《女川町の魅力》 

・スペインタイル、環境が良い、自由な挑戦ができる 

《定住促進対策》 

・芸術家がアピールする場、雇用創出、起業支援、大

学の誘致、相互扶助的な子育てができる仕組み、個

性を伸ばせる街、特化した教育のできる保育園 

・子育て世代、単身の若者、チャレンジャーを対象 

３班 ４班 

《女川町の魅力》 

・自然が豊かなところで子供達を遊ばせる、町営住宅

が住みやすい、保育園に入りやすい 

《定住促進対策》 

・水産以外の安定した仕事、生涯学び続けられる、人

と人のつながりで買い物ができる環境など 

《女川町の魅力》 

・町長から赤ちゃんまで顔が見える、地域が子育て見

守り、おいしいお酒が飲める町 

《定住促進対策》 

・住宅支援、起業しやすい環境づくり、現小中学校校

舎を起業オフィスにしたい 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
ワーキンググループに参加したい方（町外からのオブザーバー参加含む）、復興まちづくり

に対するご意見のある方は、下記までお問い合わせください。 

女川町役場 復興推進課 復興調整係 TEL 0225-54-3131（内線２３９） 

今後の開催予定 

●第５回全体定例会 

日時：平成 25年 12 月 2日（月）18時 30分～20時 30分 

場所：女川町役場仮設庁舎２階第２会議室 

内容：各検討チームでのワーキンググループの内容を報告します。 

各検討チームでのとりまとめと全体意見交換を行います。 

グループワークまとめ（定住促進方策について） 

先進事例視察先の千葉県流山市、また、定住促進の先進事例である

長野県下条村、島根県海士町の事例紹介の後、女川町の今後の定住促

進策について、女川町が誇れる魅力、検討課題等について意見交換を

行ないました。グループワークで挙げられた意見は下記のとおりです。 

先進事例視察の紹介 

女川駅と温浴施設の説明 


